
　
自
治
体
レ
ベ
ル
の
国
際
貢
献
を
ｌ
ｊ
と
、
岡
山
県
加
茂
川
町
が
、
国
際
緊
急
援
助
組
織
の
設

鎧
を
十
一
日
ま
で
に
決
め
た
。
町
職
員
を
は
じ
め
土
木
技
術
の
専
門
家
を
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

諸
国
な
ど
に
派
遣
、
医
療
救
援
を
続
け
て
い
る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
本
部
７
’
岡
山
市
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
な
ぐ
嘉
鋳
し
て
飢
餓
や
災
害
に
苦
し
む
人
を
支
援
す
る
。
国
際
貢
献
の
組
織
を

自
治
体
が
独
自
に
作
る
の
は
全
国
で
初
め
て
。

‘

　
設
置
規
則
案
に
よ
る
と
、
災

害
な
ど
で
緊
急
支
援
を
必
要
と

す
る
国
に
、
知
的
凛
源
を
提
供
。

専
門
家
を
派
遣
し
、
上
水
道
の

敷
設
や
土
次
作
業
の
技
術
指

導
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団
体
）

と
の
交
流
な
ど
を
行
う
。

　
組
織
は
同
町
の
地
域
活
性
推

遠
謀
に
設
題
、
職
員
の
ほ
か
町

民
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

る
。
基
本
的
に
は
一
般
会
計
で

運
営
費
を
ま
か
な
い
、
寄
付
金

な
ど
で
も
補
て
ん
し
、
新
年
度

に
予
算
化
す
る
。

　
関
町
は
昨
年
七
月
、
内
戦
下

の
ソ
マ
リ
ア
に
職
員
二
人
を
派

遣
。
半
月
に
わ
た
っ
て
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
医
師
ら
と
と
も
に
診
療
助

手
を
務
め
、
医
療
物
資
の
運
搬

を
助
け
た
。

　
片
山
舜
平
町
長
は
「
県
内
の

他
の
自
治
体
に
も
協
力
を
呼
び

か
け
、
将
来
は
国
際
貢
献
の
協

議
会
を
作
り
た
い
。
海
外
と
の

交
流
は
地
域
お
こ
し
に
も
結
び

つ
く
」
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂

代
表
は
「
医
師
に
は
医
療
以
外

の
専
門
知
識
が
な
く
、
思
う
よ

う
な
救
援
活
動
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
。
自
治
体
の
人
材

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
心
強
い
」
と
喜
ん
で

い
る
。

　
時
代
先
取
り
、
画
期
的

　
木
本
博
之
・
外
務
省
経
済
協

力
局
政
策
課
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
カ
セ
ン

タ
ー
所
長
の
話
「
ヨ
・
Ｉ
ロ
ッ
パ

で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
自
治
体
の
交
流

は
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
る

か
、
日
本
で
は
ま
だ
遅
れ
て
い

る
。
画
期
的
な
試
み
で
、
時
代

を
先
取
り
し
た
も
の
だ
。
わ
が

国
全
体
の
援
助
活
動
の
質
的
向

上
が
期
待
さ
れ
、
国
民
へ
の
啓

発
に
も
な
る
」
　
　
　
　
　
　
」
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